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'賞 スポーツの秋

ごあし1さつ 朝陽ケE荘 所長 岩田宏之�  

4月から朝陽ケ匠荘の所長に就任い正しまし正、岩田でございます。どうぞよろしくお願いい正します。

さて、佐用町が豪雨に見舞われて4年が経過しようとしています。未だ町内告所でj司川改修工事がすす

んでいますが、ホタルが卵を産み付けやすい護岸を設けるなど生息蹟債に配慮しだ取り組みがすすみ、 今

年は激減していたホタルが町内各地の沼川仁戻ってきています。ほのかな命の瞬きが住民に大きな勇気を

与えていますとの報道がありましだ。

朝陽ケE荘Iel:、この様に緑豊かな山/マと清らかな川の自然、情緒豊かな歴史街道に固まれだ宿湯町平福

に位置しています。この平福は、佐用町の福松ゾーンとして位置づけられ、 施設に対する地域から求めら

れる機能や果たすべき役割ちますます大きくなってきています。私たちは、地域の福祉ニーズに応えるべ

く、 関係機関と連廃し、施設サービスから住宅サービスまで愚善のサービスを提供していきます。利用者

様にはのんびりとした穏やかな生活だけでなく、その人ができることを大切に、楽しんで過ごす生活を全

職員が 丸となってサービスの提供に努めてまいり疋いと考えていますので、皆さまの一層のこ指導、ご

豆援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。



平成� 25年度特別養護老人ホーム朝陽ケE荘事業体系表

~利用者本位の支援と安全、安J~\を重視した事業展開を目指して~ 

1 	利用者本位のサービスの提供� 

(1)利用者本位で質の高いサービスの提供

アユニットケアι漢践 


凪 ・ユニットケアよる生活の質の向上


・利用者の暮らしゃすし河童績の整備


-ユニット毎の個性ある暮らしづくり� σ漠践 


瓜 ・喫茶「ひだまり」展示コーナーの利用促進


-ユニットケア全国セミナー等への参加


イ個別支握傍識・定着 


・ケアプラン策定江流実


-ケアカンファレンスの売実


・高齢者の就労支援の研究 ・慌す結果を踏まえた認圭

ウ 福祉サービス第三菅平価事業ι痩蜜結果を受け疋限り

工健康管理の充実

・健康管理の充実


オ留止サービスに関する苦情解決事業江漢踊


・利用者の権利を擁護する環境づくり


力人権擁護の推進 


・期利旬束ゼ口作戦への取り組み

.高齢者虐待防比の推進


キ事苦笑会等との連擁盆化


・施設利用者と菊初会との連携強化

ク専門職車絡会江凄猫 


-管理栄葺士・栄養士連絡会


-施j摂霊童師連絡会


ケ障害者0就労支援強化 


lJi・喫茶「ひだまり」における障害者雇用の継続
 

2 	雌或で支え合う仕組みづくり� 

(1)多療な福祉機能をちつ地域福祉拠点江東諜

ア	 地域で安全 ・ gv~\仁暮らすことカ?できるサービスの毘供
 

-認知症苅応型通所介護事業� d方制七


・居宅介護支援事業の実施� 

• t也I或貢献事業の臨隼

イ施設機能の地域への提供 
  

q・認知症家庭介護E刑雪の開催


肱 ・公開セミナー等� σ澗 催


ウ 災害時等!こおけるI郎副指災拠点の構築

・災害時における事業団掘澗僻目E応崩本制の菌碕� 

3 	医療と福祉の連携による事業苦佳進� 

(1)個性と魅力ある施設の実現

t1li・各種セラピストの� j府章受け入れ


・講師の漏童

・認知症i出或ケアの郭主� 

4	 人材育成と働きがいのある職場づくり� 

(1)人材育成基本方針の推進

・人材育成基本方針等による事事苦桂進

.蹴罰刑|妻魁隼(本制の整備等

(2)積極的なOJT及び� sosによる「人材を人財に」� 

.OJTの強化による非B鵬員の育成

・組織I生E刑多の実施

・専門性� B刑雲の実施

・自己6用賀� CSDS)への支援� 

Ofr三宮亘祉士資格取得への支援� 

0事業団アカデミーへの参加支援� 

0介護福祉士実習指導者講習会の受講� 

Oその他自己E用賀への支援� 

(3)研究成果等の発表
 
-職員研究・実践発表大会への参加
 

.事業困難主 ・研究紀要への控稿


・全事協実務研宛紋等への応薯� 

5 	経営基盤の安定・強化

(1)経営基盤の確立

伍 .~，寺4幾末日用者の利用iJ8差等による稼働率 98%以ヒの維持

-ショートステイの受け入れ僻リの究室主� 

-認知瞳票日厄也車市首轄業稼働率以コ%以上を目指す

-居宅介護支援事業所ケアフラン作成数� 35件の確保� 

(2)施設運営!語義会の活用

・朝陽ケE荘施諮軍笥競義会σ澗催
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・ '，，. 青石真 岡本圭介，
 ひまわりの郷主査支援員転 ひまわりの郷支援員

(西播麿総合リハ・西播麿病院 (赤穂精華園成人支援第二課〉入� 
診療部総合相談・地域連携室〉 高齢者施設で働くのは、初めての

「現象には理由がある」 経験ですが、元気いっぱい頑張り!5! 

ドラマのセリフですが、利用者さま ます
の行動の理由を追及していきますI JI r ~ . I • ...i; 

- 辻田健吏課長補佐 -谷口良政主任 -中井弘美主任

デイサービス支援員 ひまわりの郷支援員 ショー卜担当
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寺川� 1憂奈

ほたるの郷支援員

利用者さまの笑顔をより多く

みられるよう支援します

福盛美智恵

デイサービス支援員

“おもてなし"のJ~\を怠頭

に日々励みます

吉田秀子

みかづきの郷支援員� 

1日ち早く皆さんの仲間に

なれるよう頑張ります

宮元千賀子

デイサービス支援員

正確で的確な仕事ができる

ように頑張ります� 

定竜安職喝をがん博っ乞ください

貰野昌宣

三原大 和

赤穂精華園成人支援第二課主査支援員

赤穂精華園 成人支援第二課支援員 E国
前f夜机さ号去をし定

佐々木茂夫所長 平成25年3月31日付退職

書 名 チ工 看護師 平成25年3月31日付退職

春名美 孝 支医員 平成25年3月31日付退職

柑上満子 支援員 平成25年3月31日付退職

福冗貴子 支援員 平成25年4月17日付退職
入、� 

. 値，
.

•.‘. 衣笠 支援員 平成25年4月30日付退職� 

回選みゆき支援員 平成25年5月20日付退職
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今年康志'1，I階・� 2階にをねぎれ7ロアーリ-'1ーを配置し乞い号豊富'
ユニット職員間連絡体制の強化、情報の伝達を徹底し、一層サービスの質の向上をはかります
 

1陪7ロj'11-'1-::谷口良政
 
2陪7ロj'11-'1-:安本栄太郎 


利用者さま一人ひとりの気持ちに寄り添い、楽レい毎日を

送って頂けるよう支援しています。

喫茶コーナー“なぎさ"は、いつも活気にあふれ、いろいろ

な話題で、盛り上がる声が聞こえる憩いの揚となっています。� 

4月より、お昼のご飯をユニットで炊いています。お米の計

量、米研ぎ、ご飯をよそうなど、皆さんが協力して行っています。
今後ち、おやつ作りや外出支援など、季節を感じながら、i匂下守I

個/マの希望に沿っ疋支援を行います。
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大正Z年4同12日生善れ� I 

吉野潤・(
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きたいと計画中です。
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、
更なる個別支援を目指し、安全 ・安i山を確保した上で、魅力

ある生活を支援します。刷用者さまの希望や趣向に配慮しだ外

出支援 ・ユニット調理 ・おやつ作りを行い、その人らしい生活

を送って頂けるようサービス提供に努めますG

今年度は、特に就労支援を通して、日尽の生活の中、役割を

持って頂くと、皆さまの笑顔がみられる瞬間があります。職員

が利用者さまから教えて頂くこともたくさんあり、共に取り組

んでいます。今後も極々な役割作りの機会を設け、挑戦して頂

-E霊園~~~t:
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二出…1. 

白/マの生活の中で役割を持って頂けるよう支援しています。

就労支援を通レて、毎日、お米とぎや食後のテーブル拭きをして頂

き、笑顔がみられています。今後ち、役割作りの機会を持ち、利用

者さまに取り組んで頂きたいと思っています。

おやつ作りでは、ケーキを作り、 誕生日会を行っています。

手作りケーキを囲み、お誕生日を迎えられだ利用者さまには、ご自

園田a:a!里

易の写真のフレゼントち用意しています。

今年度ち利用者さまに安全・安I~\なサービスを提供していきます。

今年� -・.~<.-:=:~， 匹唱t4. I:・・

:促がき現いに喉~tf(.，信 | 

就労支援を通して、 モッフ掛け、お米とぎ

等をレて頂き利用者さま一人ひとりが役割を

持ち、積極的に取り組んでおります。また、

利用者さまの希望、~自に沿いながら、 ユ
ニット前理や季節を感じられるおやつ作りを

昨年と同僚に取り組んでいきます。今年度ち

活気あふれるユニット作りを目指レます。

E亙豆亙翠軍
J 



しようかな?

~認知症高齢者O)r，i，¥や.弓ぐ支撮』に向l寸乞~

認知症高齢者の吾護支援に向けて、医務室職員は、嘱

託医の深井医師との連携、介護職との連携・協働、ご家

族さまのご理解を得て、認知症の種類、状態や症状� (中 ・

核症状及ひ認知症の行動とl[jl理症状〉をよく理解し、利

用者の抱える問題を共育して接し7うなどを学び、認知症

による日常生活の不異合をアセスメン卜して、チームケ

アをおこなっています。

施設内での生活が「その人らしく、穏やかにさま間満開」
となるよう日/マ努力していきます。

平成25年6月3日"' 7日まで、佐用町立佐用中

学校2年生� 1名が当荘で、介護体験を行いました。

平成25年5月26日(日)、朝陽ケE荘利用者と家族� 

.の会総会及び家庭連絡会を開催しました。多叡のご家 ・

族さまに参加していj三だきありがとうございましだ。� .............. 

.'l' 
昨年度より高齢者就労支援を行っています。

利用者の希望する活動を通じて社会の一員として役割作り、これまでに積み重ねられだ特技や趣昧、

今後、手作り商呂を荘内喫茶� “ひだまり"で販売を予定しています。

伺と交換

仕事で麿かれた妓術などを活用することで、生活に生きがいを持っていただくことを目的に活動しています。

テーブル拭き、洗濯たたみ、編み物、野菜作り等を希望される利用者さまには、� “活き活き人材センター"

に登録レて頂きます。活動するとポイントがもらえ、ポイントが貯まると、お好みの商品と交換ができます。

利用者さまへの言葉か

けや笑顔の大切さなと、

だくさんのことを学ぶ

ことができ、充実レ疋

一週間でレた。
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"実寝中症"に注意し審しsう!! 

熱中症患者のおよそ半叡以上が高齢者(65歳以上)で

す。高齢者は、特に注意が広l要です。


①体内の水分が不足しがち

高齢者は、若年寄に比べ体内の水分が少ない

体内水分量 成人� :60% 高齢者� :50%


②暑さに対する感覚機能力t低下している

暑さやのどの渇きに苅する感賞が鈍くなっている


③暑さに対する体の調節機能力T値下している

体内に熱がたまりやすくなっている


烈中症を予防するためには、水分補給と暑さを避け

ることが大切です。


佳品認�  
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•• 

烈中症は、 室内でも多く発生しています。
寝る前だからと水分を我慢せず、

こまめな水分補給を山がけましょう。

EZJヨ
会� 

喫茶ボランティア 千鳥 〈佐用、長谷、平福、海内・桑野、石井の各地区) 第2・4水曜日

朗読ボランティ? とちしび� :第3金曜日

清掃ボランティア ひのきしん:毎月月末

その他、季節の砲、大相撲番付表、等

' ・




